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館 名 館種 都道府県 展 示 内 容 レベル１ レベル２ レベル３ レベル３ レベル３ レベル４ レベル５ その他
装置 解説 映像
武蔵村山市立歴史民族資料館 郷土 東京都 武蔵村山市の生活と文化，民具 常設展 ○
青梅市郷土博物館 郷土 東京都 青梅の名宝 常設展 ○ ○
飯能市郷土館 郷土 埼玉県 飯能市の歴史と暮らし 常設展 ○ ○
やまねミュージアム 自然史 山梨県 やまねの生態や活動 常設展 ○ ○ ○
国立科学博物館 自然史 東京都 恐竜，海洋生物，身近な科学 常設展 ○ ○ ○ ○ ○
国立科学博物館 自然史 東京都 日本人はるかな旅展 特別展 ○ ○
清里フォトアートミュージアム 美術 山梨県 井津建郎写真展：アジアの聖地 特別展 ○
三鷹の森ジブリ美術館 美術 東京都 映像・映画 常設展 ○ ○ ○
hide MUSEUM 美術 神奈川県 故人の所有物の展示 常設展 ○ ○ ○
山梨県立美術館 美術 山梨県 絵画：ミレーの作品 常設展 ○ ○
屈斜路コタンアイヌ民族資料館 歴史 北海道 アイヌ民族の歴史と文化 常設展 ○ ○ ○
ポール・ラッシュ記念センター 歴史 山梨県 故人の業績の展示 常設展 ○
埼玉県立博物館 歴史 埼玉県 埼玉における人々のくらしと文化 常設展 ○ ○
新横浜ラーメン博物館 歴史 神奈川県 ラーメンの歴史と文化 常設展 ○ ○ ○
江戸東京博物館 歴史 東京都 世界遺産ポンペイ展 特別展 ○ ○
GUS MUSEUMがす資料館 歴史 東京都 ガスの歴史，ガス器具 常設展 ○ ○ ○
埼玉県立歴史資料館 歴史 埼玉県 比企の歴史及びくらしと文化 常設展 ○ ○
川越市立博物館 歴史 埼玉県 原始から近現代までの川越の歴史 常設展 ○ ○
大山倍達極真記念館 歴史 東京都 大山倍達ゆかりの品々 常設展 ○
古代オリエント博物館 歴史 東京都 古代オリエントの美術と歴史 常設展 ○

































































































































































































































































２） Schafer, R. Murry. The Tuning of the
World. New York, Alfred A. Knopf.１９７７．
（『世界の調律―サウンドスケープとはなに



























































































Sound Display Designs and the Acoustic Environment in Museums： The Development of
Soundscape Design in Cultural Information Centers
by Shuko KATO
［Abstract］The main purpose of this study is to construct models of sound display designs and the
acoustic environment in museums based on the theory of soundscape design. The author set up６
levels according to the degree of use of sound at both fields of the sound display designs and the
acoustic environment in museums. In the pretest, the author classified the use of sound at２０muse-
ums into６levels, and clarified that these６levels become the standard of the use of sound in muse-
ums. As a result, the method of the study of soudscape design in museums and the possibility of de-
velopment in the survey are clarified.
［Key Words］museums, sound display designs, visual display designs, acoustic environment, sound-
scape design
加藤：博物館における音の展示と音による環境づくり
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